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0．問題の所在

　2006 年 10 月，富山県立高岡南高校が，高校地理歴
史科における必修科目「世界史Ａ」または「世界史Ｂ」
を形式上履修したことにして，実際には他科目を履
修させていたことが報道された 1．いわゆる「世界史
未履修問題」の発覚である．これを機にマスメディア
で大々的に取り上げられ，全国で次々と世界史未履修
校が探し出されて一種の社会問題となった 2．いち早
く「世界史未履修問題」に対して関心を向けた南塚信
吾と鳥越泰彦は，世界史を学ぶ意味を改めて考え直す
契機となった点において，「世界史未履修問題」は重
要な意味をもつと述べている 3．発覚以降，世界史教
育を論じた著作が次々に執筆された事実がこの問題を
関係者が深刻に受け止めたことを物語っている．しか
し，その多くが，後述するように，教科としての世界
史のもつ過重性に力点が置かれてきたと言ってよいだ
ろう．要は，覚える内容が多すぎて，大学受験の際の
「努力対効果」が低いというのである．そして，「世界
史未履修問題」と対になって，センター試験における
「世界史離れ」が進行していることが嘆かれてきた．
　しかし，鶴島は 2010 年日本西洋史学会第 60 回大
会（別府大学）の全体シンポジウムで，本論と同じ
題のタイトルを掲げ，事態は，「未履修」とか「離れ」
ではすまない深刻なレベルに達している，という警鐘
を鳴らし，その責任の多くが，大学側にあるという指

摘をした（この問題は紙幅の関係上次回以降章
0 0 0 0 0

を改め
て議論する）．高等学校の教科としての世界史と大学
の歴史教育の間に深い溝が横たわり，その間の架橋は，
カリキュラムとしては十分になされているとは言い難
いのである．日本史，地理，政治・経済は，その名を
冠した概説が，大学の教養科目あるいは専門基礎的科
目として開設されているであろう．世界史はどうであ
ろう．熊本大学教育学部では，中国史を専門とする黨
武彦の協力のもと，不十分ではあるが，世界史概説Ⅰ
は高校世界史Ｂの構成と内容を，世界史概説Ⅱは高校
世界史Ａの構成と内容をもとにしている．これは，本
学の教員養成目的学部という性格によるところが大き
い．では一般学部，大学ではどうであろうか．どのよ
うな世界史教育，あるいは歴史教育が行われているの
であろうか 4．
　本稿の課題は，世界史教育の現状を把握し，その上
で課題を整理して，高校と大学の世界史教育に架橋を
するという遠大な試みの第一歩を踏み出すことであ
る．その小さなすり出しは自問から始まる．そもそも，
私たちは，とくに大学で歴史教育に携わるものが，偶
然か必然かは別にして世界的にみてもユニークな戦後
教育の「成果」である世界史がどの程度の内容をもち，
それが 50 年以上の歴史のなかでどう変遷してきたの
かを，どこまで理解しているのだろうか．内容とは，
教科書の構成原理とその変遷であり，そこで使用され
ている用語とその数そしてその変遷である．とくに後
者は，時代時代の教科書 5 が扱った時空間を決定する
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パラメーターである．本年度の課題はそこまでとする．
　本文の分担は，全体の構成と編集及び加筆と修正は
鶴島が行い，各章の終わりに主たる執筆責任者の名前
を記した．

1．研究動向

(1)「高校世界史」の在り方に関する近年の議論
　はじめに、「世界史未履修問題」発覚以後「高校世
界史」の在り方についてどのような議論がなされてき
たのかを時系列に沿って整理していこう 6．
　「世界史未履修問題」にいち早く関心を向けた団体
として世界史研究所 7 が挙げられる．世界史研究所は，
「世界史未履修問題」が単に世界史必修化を原因とし
た卒業単位の補充や補講の問題あるいは受験教育の問
題として片づけられるのではなく，日本人としての歴
史的思考の問題として議論すべきであると主張し，数
名の専門家に緊急の自由記述アンケートのかたちでこ
の問題への意見を求めた 8．また，世界史研究所所長
の南塚信吾は 2007 年 12 月に『世界史なんていらな
い？』という著作を発表した．世界史研究所に続いて
「世界史未履修問題」の解決を目指したのは日本学術
会議であった．2007 年 5 月に「高校地理歴史科教育
に関する分科会」（以下，分科会）が発足し，油井大
三郎を委員長として，世界史・日本史・地理の三分野
から均等に委員を出し，総合的にこの問題を検討した 9．
分科会は，2008 年 6 月と 2011 年 4 月の二回に渡って
公開シンポジウムを開催し，そこでの検討を踏まえて
2011 年 8 月に『新しい高校地理・歴史教育の創造―
グローバル化に対応した時空間認識の育成―』と題し
た提言を発表した．この提言は文部科学省に提出され，
大きな関心が集まった（提言の内容についてはのちほ
ど詳しく取り上げる）．
　次に「高校世界史」の在り方についての代表的な議
論として，2009 年歴史学研究会大会特設部会「社会

科世界史 60 年」における小川幸司報告と 2010 年日
本西洋史学会第 60 回大会大シンポジウム「世界史教
育の現状と課題」における吉嶺茂樹報告を取り上げ
たい．小川報告「苦役の道は世界史教師の善意でし
きつめられている」は，2009 年度のセンター試験に
おいて「日本史Ｂ」の受験者数が 14 万 4366 人，「地
理Ｂ」が 10 万 9651 人であるのに対して「世界史Ｂ」
は 9 万 4138 人と地理歴史科のなかでは最も受験者数
が少ないこと，初期の世界史教科書の索引数がおよ
そ 1500 項目であるのに対して，現在の教科書の索引
は 3500 項目もあることを指摘し，暗記地獄による難
解さが世界史を嫌われる科目にしていることを主張し
た 10．小川報告で指摘された教科書の用語数の増加は，
その後，多くの研究で引用されているため，小川報告
は暗記地獄としての世界史という問題を描き出し，そ
の対策を考えるという方向性を形作ったと言えるだろ
う．
　吉嶺報告「高等学校における世界史教育の現状と課
題－『学びの崩壊』と称される困難校で，『それでも
世界史が好き』と言ってもらうために」は，現行の世
界史は必修でありながら受験科目として成立しておら
ず，その原因は教員の意識と大学の研究・教育体制に
あること，そして，必修科目として嫌われない世界史
を目指すために用語の精選を行うべきであることな
どを主張した 11．吉嶺のような世界史教師が積極的に
「高校世界史」の改革を提案する例が見られる一方で，
2010 年度日本西洋史学会第 60 回大会大シンポジウム
では，深沢克己，桃木至朗などの歴史研究者が「高校
世界史」について論じている．
　『歴史評論』では，2009 年 2 月号で「歴史研究と歴
史教育をいかにつなぐか」，2012 年 9 月号で「いま，
歴史教育は何をめざすのか」といった特集が組まれた．

『歴史学研究』では，2012 年 11 月号で「新自由主義
時代の歴史教育と歴史意識」という特集が組まれてい
る．以上の研究動向を時系列に沿ってまとめたものが
以下の表である．

表１　世界史未履修問題発覚以後の研究動向
　　 　　年　 月 未履修問題の発覚と主な研究動向

2006 年10 月 「世界史未履修問題」の発覚
2006 年12 月 世界史研究所「特集：世界史教育は不要か」
2007 年 5 月 日本学術会議に「高校地理歴史科教育に関する分科会」が発足
2008 年 6 月 日本学術会議分科会による公開シンポジウム開催
2008 年10 月 『学術の動向』において日本学術会議のシンポジウムを特集
2009 年 2 月 『歴史評論』「特集：歴史研究と歴史教育をいかにつなぐか」
2009 年 3 月 高等学校学習指導要領の改訂

2009 年 5 月 歴史学研究会大会　特設部会「社会科世界史 60 年」
（小川幸司「苦役の道は世界史教師の善意でしきつめられている」）

2010 年 5 月 日本西洋史学会第 60 回大会大シンポジウム「世界史教育の現状と課題」
2011 年 4 月 日本学術会議分科会による公開シンポジウム開催
2011 年 8 月 日本学術会議分科会『新しい高校地理・歴史教育の創造』を提言
2011 年 9 月 『学術の動向』において日本学術会議の提言を特集
2012 年 9 月 『歴史評論』「特集：いま，歴史教育は何をめざすのか」
2012 年11 月 『歴史学研究』「特集：新自由主義時代の歴史教育と歴史意識」
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　それでは，具体的にはどのような議論がなされてき
たのだろうか．次に「高校世界史」のかかえる問題と
その対策について，その具体的な議論をみていくこと
にしよう．

(2) 「高校世界史」がかかえる問題とその対策
　はじめに，前述した日本学術会議の分科会の 2011
年提言が「世界史未履修問題」に対してどのような議
論を展開したのかをみてみよう．提言では，まず世界
史必修化が実施された 1994 年度時点ですでに「世界
史未履修問題」が発生していたことを指摘し，当初か
ら問題が潜在化していたことを明らかにした 12．その
上で「世界史未履修問題」は複合的な要因によって起
こったことを指摘し，以下の三つの原因を挙げている．
第一に，小中学校の社会科（歴史分野）のカリキュラ
ムにおいて世界史的内容が十分に教授されておらず，
高校で初めて本格的に世界史を学び始めるために生徒
が苦手意識をもってしまうこと 13．第二に，世界史教
科書における人名・事件名などの用語が年々増加して
いる上，現場の教授法も多くの場合，知識詰め込み・
暗記中心の方法がとられているため，高校生に負担を
与えて，世界史離れを助長していること 14．この指摘
には，前述した小川の報告が引用されており，教科書
の索引数を暗記する用語の数と捉えていることが分か
る．また，大学入試において，用語の暗記が直接影響
する「穴埋め式」や「○×式」の出題が多く，論述式
の出題が少ないことも指摘されている（試験形式が授
業に与える弊害に関しては章を改めて記述する）．第
三に，高校における週 5 日制への移行や総単位数の削
減に加えて，「情報」や「総合的な学習の時間」など
の新科目の導入によって地理歴史科の科目に振り向け
られる授業時間数が減少し，かつてのように世界史・
日本史・地理の 3 科目すべてを履修させることが物
理的に困難になっている点である 15．「世界史未履修」
が問題視された当初は，マスメディアを中心に「学校
としての最大の問題は，生徒の学習権を奪ってしまっ
たことにある」とか「受験科目にあろうとなかろう
と，きちんと指導し評価するのが教員や学校の務めで
はないか」といった学校現場を批判する風潮が見られ
た 16．しかし，実際には，上にあげたような制度的な
原因によって学校現場が世界史未履修を断行せざるを
えなかったことを須賀忠芳は強調している 17．「高校
世界史」は現状として，多くの問題が絡み合っており，
一側面だけを改革するのでなく，多面的な改革が必要
になっていると言える 18．
　それでは，実際にはどのような改革を行うべきなの
だろうか．ここからは分科会が提言した改革案を分析
してみよう．分科会は二種類の改革案を提示した．一

つは現行の科目構成内での短期的改革案である．この
短期的改革案は，「知識詰め込み型」から「思考力育
成型」への転換を目指すものである．具体的には，各
章末に設問を設定して，生徒の多様な解釈を導き出す
教授法を導入すること，関連学会などによって重要用
語厳選のガイドラインを作成し大学入試の出題に反映
させること，世界史・日本史・地理の 3 科目間の相互
連関を強化する教科書を作成することなどである 19．
特に，ガイドラインの作成に関しては，消極的な方策
であるという批判がある反面，須賀忠芳は，ガイドラ
インの必要性を強調している 20．この点は，鶴島も先
のシンポジウムで，水準表の作成を強調した．表 2 で，
これまでの世界史の教科書で使用された用語の一覧表
を作成したのは，この目的のための資料を提供するた
めである．
　第二の改革案は，新規科目の創設による長期的な改
革の提言に属する．その概要は以下の通りである．現
行の世界史必修の代わりに新たな必修科目として「歴
史基礎」（2 単位）と「地理基礎」（2 単位）を新設す
る．これら 2 科目の必修科目の新設が難しい場合に
は「地歴基礎」を必修科目として新設する，小中学校
の社会科（歴史分野）において早期に世界史的内容の
教育を開始する．何らかの新科目が設置された場合に
は，大学の高校教員養成課程においてそれに対応した
カリキュラム改革を実施すること 21．このなかで「歴
史基礎」の新設案は世界史と日本史の区分をなくすも
のとして関心を集め，多くの議論が交わされた．例え
ば，中村薫は「歴史基礎」の新設に対して，前近代の
部分がかなり多いことと 70 時間という制限が実態に
伴っていないことを問題点として指摘している 22．須
賀忠芳は，週 5 日制の窮屈なカリキュラムの中では，
必修科目の単位が増えることとなり，一層の負担とな
ることは避けられないと述べ，そのうえでむしろ，「地
歴基礎」の可能性を強調している 23．全体として，「歴
史基礎」の新設には否定的な意見が多いようである．
また，分科会の幹事である久保亨は，「歴史基礎」に
対して，「時系列に沿って学ぶＡ案（時系列＋主題学
習型），近現代史を重点的に学ぶＢ案（近現代史集中
型），時系列にこだわらず特定テーマを重点的に学ぶ
Ｃ案（主題編成型）という三つの行き方が出され，そ
れぞれの優劣が話し合われる中，結局，決着がつかな
かった．」24 と述べている．つまり，分科会の内部に
おいても「歴史基礎」をめぐる方向性は明確でないと
いえる．
　ここに大学側の無責任さが露呈されている．新設科
目を設定した場合には，それを教授できる教員を養成
するカリキュラムや教科書を大学側が準備しなければ
ならない．高校教員養成課程は，現時点では特殊な事
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例を除くと存在しない 25．課程認定を受けた大学や学
部が免許を発給するだけである．高校世界史教員の最
大の供給源は文学部である．例えば世界史Ａの新設の
ように，提言はそれを担保する条件を整えることが先
決ではないだろうか．世界史Ａの授業がいかに難しい
かは章を改めて検討する．次に教科としての世界史の
成立過程を駆け足でみてみよう．

（古澤政也）

2．「世界史」設置の経緯

　1872 年の学制の公布により外国史教育は，世界を
理解し，外国に学ぶ事を目的として始まっている．そ
の後 1894 年の「尋常中学校歴史科の要旨」において
歴史教育を国史・東洋史・西洋史に三区分することが
提唱され 26，それに沿って外国史教育が行われるよう
になった．そして戦時体制化の進展に伴い，大東亜建
設の観点から再検討が加えられるなど外国史教育も戦
時化されていった．
　日本の戦後の教育に対する検討は終戦以前の段階か
らアメリカで進められており，特に 1944 年 7 月に国
務省で決定された文書「日本：軍政下における教育
制度」が構想の基礎となっている．終戦後の 1945 年
12 月 31 日の「修身，日本歴史及び地理停止に関する
件」27 により歴史教育のうち日本史教育が停止された．
しかし外国史教育に関しては，生徒に他国の歴史と成
果を学ばせ，世界的視野を獲得させ世界に目を向けさ
せる効果を期待して積極的な位置づけが与えられてい
る 28．1947 年には戦後初の学習指導要領が発行され，
1948 年 4 月から新制高校が発足した． 
　1947 年 4 月に発表された新制高等学校社会科の選
択科目は東洋史・西洋史・人文地理・一般社会の 4 科
目であった． 1948 年 10 月 11 日の通達「新制高等学
校教科課程の改正について」で翌年の 4 月から教育課
程の一部を改めることが発表された．この中で東洋史・
西洋史が新たに国史・世界史に編成された 29．これが
世界史の始まりである．
　この点を少し詳しくみてみよう． 1946 年 9 月に社
会科の導入が決定された時，歴史教育は東洋史・西洋
史であり，国史は中学校の第 2・3 学年において教え
ることが決まっていた．しかし教育課程発表後から日
本史研究者を中心に高校社会科への国史導入が猛烈に
働きかけられ，国史の導入が決定した．その結果，歴
史の科目が 3 つになり，他の科目とのバランスを取る
ために東洋史と西洋史を一つにして世界史を設置した
ようである．1948 年 5 月の勧告の素案の中には，東
洋史と西洋史は世界史と呼ばれる一つの科目に統合さ

れるべきと記述されており，また当時の文部省教科書
局にいた箭内健次は，世界史という構想は自分が出し
たと述べている 30．世界史そのものの必然性が大学人
の間で一般的に意識されず，役人側の思惑が働いてい
たようである．
　1949 年 4 月より世界史の授業が実施され始めた．
しかし，導入が内的な必然性をともなわなかったため
か，学習指導要領及び検定教科書は存在しておらず，
1947 年に発行された東洋史・西洋史の学習指導要領
を使用してもかまわないとされていた．かろうじて学
習指導などの留意点として「高等学校社会科日本史，
世界史の学習指導について」という通達がなされた程
度である．教科書に関しても，一種検定本教科書は『西
洋の歴史 (1)』のみしか発行されておらず 31，世界史
の検定教科書はおろか東洋史・西洋史の教科書も揃っ
ていなかったため，使用する教科書は授業者が適当に
考慮する必要があった．さらに 1949 年 6 月に発表さ
れた検定審査でも社会科歴史の検定教科書は皆無で
あった 32．さらに実施 2 年目の 1950 年 4 月での審査
結果では，申請された全ての世界史教科書が不合格と
なった 33．その後文部省と民間情報教育局（CIE）教
育課での修正などが進められ，1951 年 5 月に 5 種類
の世界史検定教科書が登場し，翌 1952 年度から使用
された．学習指導要領も同様に 1950 年度からの使用
が目標とされたが，1952 年 3 月まで発行されること
はなかった．このように世界史という教科は学習指導
要領や検定教科書に先んじて，授業が実施された後に
具体的な検討が始められたという成立過程の特殊性を
もっている 34．制度的に整備された上で始まったとい
うわけではないのである．
　現在議論の俎上に上がっている，「歴史基礎」ある
いは「地歴基礎」も，歴史教育にかかわる大学教員個々
の積極的な働きかけがない限り，高校への丸投げとな
り，その成否も高校教員個々の努力に依存するという，
これまでの轍を踏むことになる危険性があろう．

（古賀亮寛）

3．教科書検定と学習指導要領の流れ

(1)検定と指導要領
　教科書の記述を制約するものとして，教科書検定と
学習指導要領が挙げられる．教科書を系統的に分析し
ていくためにも，最小限の論点を整理しておこう．
　検定は，教科書の著作・編集を民間に委ねることに
よって，著作者の創意工夫に期待するとともに，適切
な教科書を確保することをねらいとして設けられてい
る 35．各教科共通の条件として，学習指導要領に則し
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ているかどうかを審査するということが主な役割であ
るが，各教科固有の条件も定められている．具体的に，
現在の世界史に関わる高等学校教科用図書検定基準
（平成 21 年 9 月 9 日文部科学省告示第 166 号）の一
部を抜粋すると，［地理歴史科（「地図」を除く）］の「1
選択・扱い及び構成・排列」は，「（1）未確定な時事
的事象について断定的に記述していたり，一面的な見
解を十分な配慮なく取り上げていたりするところはな
いこと」，「（2）近隣のアジア諸国との間の近現代の歴
史的事象の扱いに国際理解と国際協調の見地から必要
な配慮がされていること」，「（3）著作物，史料などを
引用する場合には，評価の定まったものや信頼度の高
いものを用いており，その扱いは公正であること．ま
た，史料及び法文を引用する場合には，原典の表記を
尊重していること」，「（4）日本の歴史の紀年について，
重要なものには元号及び西暦を併記していること」と
なっている．
　この検定基準によって，教科書の内容が制約される
部分は（2）のいわゆる近隣条項や（4）の紀年条項
などわずかである．言い換えれば，学習指導要領が教
科書の内容のほとんどを制約していることになる 36．
特に「第 2 章　各教科共通の条件」の中では「学習指
導要領との関係」が述べられている．「１　基本的条
件」においては「（2）学習指導要領の総則」に示す教
育の方針や各教科の目標に一致していること．（3）高
等学校学習指導要領（平成 21 年文部科学省告示第 34
号）に示す教科及び科目の「目標」に従い，学習指導
要領に示す科目の「内容」及び「内容の取扱い」に示
す事項を不足なく取り上げていること．（4）本文，問
題，説明文，注，資料，作品，挿絵，写真，図など教
科用図書の内容には，学習指導要領に示す目標，内容
及び内容の取扱いに照らして不必要なものは取り上げ
ていないこととあり，「２　選択・扱い及び構成・排列」
では（1）図書の内容の選択及び扱いには，学習指導
要領の総則に示す教育の方針，学習指導要領に示す目
標，内容及び内容の取扱いに照らして不適切なところ
や，その他生徒が学習する上に支障を生ずるおそれの
あるところはないこと．（2）話題や題材が他の教科及
び科目にわたる場合には，十分な配慮なく専門的な知
識を扱っていないこと．（3）学習指導要領の内容及び
内容の取扱いに示す事項が，学習指導要領に示す標準
単位数に対応する授業時数に照らして図書の内容に適
切に配分されていること，とある 37．学習指導要領は
教科書検定の内においても一つの大きな指針になる． 

(2)指導要領の変遷
　では，実際のところ指導要領は世界史の教科書にど
の程度反映されるものなのだろうか．教科書検定に関
わっていない者がそれを知る手段は，実際の世界史教
科書（山川出版社のものを使用）と指導要領を照らし
合わせる他にない．そこで，指導要領改訂の順を追っ
て見ていくことにする．
　1956 年（昭和 31 年）改訂版指導要領から 1970 年（昭
和 45 年）改訂版指導要領への改訂の最大の特徴とし
ては，文化圏学習の設置が挙げられる 38．その趣旨は，
各地域を「東アジア文化圏」，「ヨーロッパ文化圏」な
どの文化圏に分類して世界史を学習させるものであっ
た 39．しかし，この文化圏学習の設置により，改訂
前の 1958 年検定・1959 年発行の教科書（高社 10 －
1051）40 と，改訂後の 1976 年検定・1978 年発行の教
科書（世史 428）の目次において，あまり目立った学
習内容の変化は見られない．それでも，目次の構成で
は顕著に変化が見られる部分がある．それは，「主題」

（世史 428 では，「主題Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ」）が設定された点
である．「主題」の頁ではそれぞれテーマが示され，
その解説がなされている．1970 年（昭和 45 年）改訂
版指導要領では「内容のとり扱い」部分において「（2）

「世界史」の目標を達成し，生徒の歴史的思考力をいっ
そう深めるため歴史的な流れの学習の中で，適切な主
題を設けて指導することが望ましい．その際，次の諸
点を考慮して取り扱う」としている．この部分を反映
して，教科書でも「主題」が設定されたものと考えら
れる．
　その後の 1978 年（昭和 53 年）改訂版指導要領，
1989 年（平成元年）改訂版指導要領で文化圏学習は
推し進められていくことになる．その流れの中では，
特にアジアやアフリカについての学習が強化され，ア
メリカやヨーロッパの先進国だけでなく，まんべんな
く学習させるような体制を目指しているように見受け
られた（教科書における時間的空間的編成の変遷に関
しては別の章で総括的に扱う）．「内容」においては，
特に「アフリカ」に関する記述が多く見られるように
なり，1989 年版の「３　内容の取扱い」でも，「（ウ）
ヨーロッパ，アジア，アフリカ，アメリカなど諸地域
の政治，経済，文化的な結び付きを歴史的に正しく認
識させること」となっている 41．1976 年検定の世史
428 の目次に「アフリカ」とつく項目はないが，1991
年検定・1994 年発行の教科書（世史 075）の目次で
は「第 15 章　帝国主義の成立とアジアの民族運動」
において「３　アフリカ・太平洋の分割」という節が
設定されている 42．これも指導要領が反映されたもの
であろう．1999 年（平成 11 年）改訂版指導要領では，

「文化圏学習」が消え，「諸地域世界」43 の学習が新た
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に設定された 44．これを受けて，2002 年検定・2005
年発行の教科書（世 B005）に，目次の大項目に「諸
地域」という語句が見られるようになる 45．しかし「第
11 章　アジア諸国の繁栄」（世史 075）が「第 8 章　
アジア諸地域の繁栄」（世 B005）と変更されている部
分の節部分は目次でも，本文の内容においても大筋に
ほぼ変化はない．これでは，形だけ「諸地域世界」の
学習に合わせたともとれるのではないだろうか．
　最新の 2009 年（平成 21 年）改訂版指導要領では，
引き続き「諸地域世界」の学習が押し進められている．
2012 年検定・2013 年発行の教科書（世 B304）では，
目次の内容などは 2006 年検定・2012 年発行の教科
書（世 B016）と比べてほぼ変化はないが，教科書の
構成は大きく変化している．各「部」の最初に「概
観」，最期に「まとめ」，そして「主題学習」が設定さ
れているのが最大の特徴であり，総頁数が 412 頁（世

B016）から 448 頁に増加している 46．2009 年版指導
要領では，世界史 B の「１　目標」において，「世界
の歴史の大きな枠組みと展開を諸資料に基づき地理的
条件や日本の歴史と関連付けながら理解させる」とあ
り，「２　内容」においても，「資料」を活用するとあ
る．ここから最新の指導要領では，「資料」を通して
の学習が重視されていると推測され，世 B304 にはそ
れが大きく反映されたと言えるだろう 47．
　検討を通して学習指導要領が教科書検定において大
きな指針となってきたことが再確認された．指導要領
が教科書に形式的に反映されている部分を見出すこと
は比較的容易であった．だが，本文や，写真，資料な
どにどの程度反映されるのかを特定することは容易で
はなかった．加えて，執筆者の意図がどのくらい反映
されるものかは，別の次元の問題として検討していく
必要があるのかもしれない．

（高山直也，佐藤慶明）
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表２　世界史教科書で使用された用語とその変遷
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（凡例）
検討に使用した教科書の一覧（すべて山川出版社の世界史教科書）

教科書番号 教科書名 検定年 発行年 使用年度 総索引数
世 B304 『詳説世界史』 2012 年 2013 年 2013 年～ 3654
世 B016 『詳説世界史 改訂版』 2006 年 2012 年 2007年～ 2014 年 3605
世 B005 『詳説世界史』 2002 年 2005 年 2003 年～ 2007年 3366
世 B575 『詳説世界史 改訂版』 1997年 2002 年 1998 年～ 2004 年 3641
世史 075 『詳説世界史（三訂版）』 1991年 1994 年 1992 年～1996 年 3036
世史 011 『詳説世界史（新版）』 1982 年 1983 年 1983 年～1985 年 2731
世史 441 『詳説世界史（再訂版）』 1979 年 1982 年 1980 年～1983 年 2798
世史 428 『詳説世界史（改訂版）』 1976 年 1978 年 1977年～1980 年 2809
世史 401 『詳説世界史（新版）』 1972 年 1973 年 1973 年～1977年 2818
世史 010 『詳説世界史』 1963 年 1969 年 1964 年～1969 年 2945

高社 10-1051 『詳説世界史』 1958 年 1959 年 1959 年～1965 年 2484
高社 10-1019 『世界史』 1956 年 1957年 1958 年～1959 年 2645

・縦軸の「12」，「6」などの半角数字は教科書の検定年（西暦）を示す．
　（例）[12] → 2012 年に検定された「世 B304」，[56] → 1956 年に検定された「高社 10-1019」
・表中の「○」は索引に記載有り，「×」は索引に記載無しを示す．
・表の縦枠の太線は，教科書が新訂版に切り替わったことを示す．山川出版社の『詳説世界史』は指導要領の改訂に合わせ

て，およそ10 年前後で新訂版に切り替わる．なお，1956 年検定の「高社 10-1019」と1958 年検定の「高社 10-1051」の間
の太線だけは，指導要領の改訂を示すものではなく，教科書の種類が『世界史』から別の種類である『詳説世界史』へ変わっ
たことを示す線である．

・グレーの網掛け部分は，今回検討した全ての教科書に連続して記載され続けている語句を示す．　
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